
今月のルーシー（絵：小田島さん）
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こんにちは。岡田響です。

例年のようにバタバタとした正月になり、あっという間に次は節
分です。例年にない暖かさと、例年並みの寒さとで、ヒトも動物
も、特に高齢の方が体調を崩しやすくなっているようです。

それと関係がないかもしれませんが、私も年末にぎっくり腰？に
なってしまいました。車のタイヤ交換をするために冬タイヤを出
し入れしていたので、それがきっかけではないかな？と思ってい
ます。タイヤは変えても遠出の予定もないので、どっか行きたい
んですけれど、車の乗り降りが意外とまたこれが腰に。。。

普段の運動不足がバレてしまいすね。。。

2月8日に獣医師会のお仕事で、動愛センター主催の「犬の健康
管理セミナー」で中高齢わんちゃんの飼い主さん向けのお話をし
てきます。当院の患者さんの写真を少し使っています。いつもご
協力ありがとうございます。難しいことを話すのではなくて、普
段皆さんにお話するようなことが内容の中心ですが、例年お話の
あとは、いくらか不安を解決される方がいらっしゃるようです。
今年の会場は港北区なので、当日は午後の診療が遅く始まると思
います。よろしくお願いします。また、同じく動愛センターのイ
ベントで、「猫との過ごし方講習会（猫の隠れた能力）」が2月
22日に港南区役所で開催、というのも案内されています。こちら
も面白そうですね。市の広報やHPをチェックしてみて下さい。

2月はドッグショー（パシフィコ）があったり、3月は獣医師会
の市民フォーラム（今年はシーパラ獣医さんのお話）やインター
ペットなど、ペット関係イベントが楽しみです。行けるかな？
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腫瘍腫瘍腫瘍腫瘍のののの勉強会勉強会勉強会勉強会

12月と1月と、私の師匠の講義を受けられるチャンスがあり、参加してきました。
病気を治すための治療については以前から何度も同じことを聞いているように
も思うのですが、以前から変わらないところ、新しい情報や技術が検証されて
微妙に変わっているところをそれぞれ確認しました。
他の人気のある先生の講義でも様々な知識を得られたりするのですが、
また違う納得感からの腹落ちのしかたのような感覚でした。
でも、懐かしい、とかそういう感じでもありません。
何が違うのかなぁ？と思いました。
出た答えとしては、
「動物と家族のためにどのように全力で治療に向っていくのか？」
という「慈愛理知」のスタイルでした。
私の求める、現場の医療を追う臨床家タイプである、ということでした。
師匠は引退されてもフリーでまだ現役でブラックジャックのようなお仕事をさ
れているのですが、大きな病院に活躍の場をまたもや移されるとか。
これはまた源泉に近づき勉強に行くべきなのでは！！
そう思いましたので、今年は少しそういう時間を増やそうと思いました。
病院を留守にする時間ともなりますから、どの位になるかまだ考え中ですが。。

里親里親里親里親さんさんさんさん募集募集募集募集

茶トラの女の子。
生後約３ヵ月。
だいぶ活発になってきたので、
たくさん遊んでくれて、
大事にしてくれる家族を募集します。

受付スタッフにお声がけください。

おうちが決まりました。

ありがとうございました。



避難訓練避難訓練避難訓練避難訓練にににに参加参加参加参加しましたしましたしましたしました！！！！

洋光台第4小学校で実施された避難訓練に
参加してきました。ペットの同行避難
が実施されており、獣医師会にも役所
からお声がけ頂きました。今回は動物用
のテントが用意されて、数匹のわんちゃん
が参加してくれました。横浜市の、ペット
と同行避難のガイドラインに沿って考える
と、発災時にはペットの場所も用意される
のですが、場所はおそらく校庭やウサギ
小屋の周囲など、ヒトの避難場所とは
少し離れたところになる予定だそうです。

東北や熊本の大震災で避難先のペットで
困ったことしては、やはり鳴き声と糞尿の
問題が第一になります。実際はヒトも
ペットも緊張状態が続くためただでさえも
平常心でいられないので、静かにさせ
られる、とか、適切な場所で排泄できる、
などができないと、非常時では、ヒトと
ペットの距離を短くできないだろう、と
お話してきました。だから普段からの
しつけや習慣などが大事なんです。

役所の方からは、右のペット登録票や
マイクロチップ装着の案内がありました。
どこの誰かがわかるようにするためです。
まだつけてない方は迷子になる前に
つけてあげましょうね。

ご参加の皆さま
お疲れさまでした。

ヒトの簡易トイレが展示されていたのですが、緊急時には大きめの
ビニール袋とネコ砂やペットシーツがあれば人にも役立ちそうです。


